
阿
知
波
五
郎
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
先
生
は
医
史
学
の
面
で
大
き
な

業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
。
わ
が
国
の
医
学
が
と
く
に
欧
米
諸
国
の
影
響
を
受

け
つ
つ
、
独
自
の
体
系
を
樹
て
た
道
程
を
、
お
び
た
だ
し
い
内
外
の
史
・

資
料
を
参
照
、
外
国
へ
ま
で
足
を
運
ん
で
の
綿
密
・
周
到
な
調
査
・
探
索

に
よ
り
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
、
そ
れ
で
い
て
一
点
一
画
も
ゆ
る
が
せ
に

さ
れ
な
い
重
厚
・
華
麗
な
筆
で
見
事
に
説
き
明
か
さ
れ
、
前
人
未
踏
の
分

野
を
開
か
れ
た
。
そ
れ
ら
の
一
端
は
「
近
代
日
本
外
科
学
の
成
立
」
（
昭

四
二
）
、
「
ヘ
ル
マ
ン
・
プ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ご
（
昭
四
四
）
、
「
近
代
日
本
の

医
学
」
（
昭
五
七
）
な
ど
に
ゑ
る
こ
と
が
で
き
、
京
都
府
医
師
会
に
な
る

追
悼
阿
知
波
五
郎
先
生
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長
門
谷
洋
治

「
京
都
の
医
学
史
」
（
昭
五
五
）
に
お
い
て
も
、
先
生
の
貢
献
に
よ
る
部
分

が
大
き
い
。

そ
の
人
格
は
神
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
が
、
こ
と
に
京
都
で
産
婦
人
科
医

で
あ
り
、
医
史
学
者
で
も
あ
っ
た
佐
伯
理
一
郎
氏
を
尊
敬
さ
れ
、
日
本
医

史
学
会
関
西
支
部
の
中
野
操
先
生
を
敬
慕
さ
れ
る
と
こ
ろ
深
く
、
出
身

大
学
（
九
大
）
の
先
輩
・
三
木
栄
先
生
と
の
交
流
は
ま
こ
と
に
太
く
か

つ
う
る
わ
し
い
も
の
で
、
同
先
生
と
の
共
著
「
人
類
医
学
年
表
」
（
昭
五
六
）

が
あ
る
。
内
外
に
知
己
が
多
く
、
英
国
の
ギ
ャ
ス
リ
ー
氏
、
オ
ラ
ン
ダ
の

リ
ン
デ
ブ
ー
ム
氏
（
と
も
に
医
史
学
者
）
と
は
と
く
に
お
親
し
か
っ
た
。

陸
軍
軍
医
と
し
て
は
枢
要
の
位
置
に
お
ら
れ
た
が
、
戦
後
は
京
都
市
北

区
で
開
業
、
患
家
の
信
頼
を
一
身
に
集
め
て
お
ら
れ
た
．
山
脇
東
洋
の

「
蔵
志
図
」
を
は
じ
め
貴
重
品
を
含
む
阿
知
波
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
有
名
だ

が
、
快
く
そ
の
出
展
に
応
じ
ら
れ
、
気
軽
に
お
み
せ
下
さ
り
、
お
教
え
下

さ
っ
た
。
永
年
日
本
医
史
学
会
の
理
事
を
つ
と
め
ら
れ
た
。

数
年
来
、
・
ハ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
様
の
症
状
を
自
覚
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ご
家
族
の
か
た
と
も
ど
も
鋭
意
恢
復
に
つ
と
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
進

行
を
く
い
と
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
つ
い
に
昭
和
五
十
八
年
二
月
十
二

日
、
京
大
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
七
十
八
歳
。

ご
冥
福
を
祈
る
。

（97）345


